
はしがき

　交通事故は年々減少傾向にあるといわれますが、それでも日常的に発
生している事実は変わりません。交通事故事件は、弁護士業務を行うう
えで避けては通れない分野です。
　いつ誰が交通事故の被害に遭うかわかりません。依頼者である被害者
は、年齢、性別、職業様々ですし、被害の内容も多様です。
　こうした特徴を持つ交通事故事件においては、個々の事案に即した対
応が求められます。さらに、保険制度や裁判例の集積等、交通事故特有
の専門的な要素があるため、これらの知識も踏まえたうえで事案処理に
臨む必要があります。技術の研鑽や知識の習得が大切な分野だといえる
でしょう。
　他方で、事案構造としては、シンプルであり、若手弁護士が弁護士業
務をどのように遂行していくか、基礎を学ぶのに適しています。
　実際、筆者が新人時代にお世話になった事務所のボス弁からは「交通
事故事案は全ての事案の基礎であり、全ての事案は交通事故事案の応用
なんだ」と言われていました。弁護士としての経験年数が増えるにつれ
て、まさにそのとおりだと実感しています。
　そんな「弁護士スキルの土台」ともいえる交通事故事件について、本
書は、交通事故事件の経験が浅い方でも理解しやすいように、７つのケー
スに分けたうえで、それぞれの事件の進め方や考え方、必要な知識、ミ
スを避けるための注意点について解説しています。読者の皆様が取り組
むうえで、本書が少しでもお役に立てれば幸いです。
　最後に、出版に向けてご尽力いただきました、大上様をはじめ、学陽
書房の皆様に心から感謝いたします。

　令和５年５月
 著 者 一 同
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　ある日、甲弁護士の事務所に知人のＡから連絡があった。話を聞くと、
「本日、私の友人であるＹが交通事故に遭った」とのことであった。
　初めて交通事故被害に遭ったＹが不安でたまらず「今後のことについ
て弁護士の話を聞いてみたい」とのことである。
　甲弁護士は、早速Ｙに連絡し、持参するものを伝えたうえで、翌日、
面談を行うこととした。

―相談当日―
甲 ：Ｙ様ですね。Ａから話は聞いております。本日はよろしくお願いい
たします。
Ｙ：初めまして、よろしくお願いいたします。
甲 ：さて、さっそくですが、昨日事故に遭われたということで、大変だっ
たかと思います。
　 　まずは、昨日持ってきていただく物を事務の者から案内させたかと
思いますが、ご用意いただけましたでしょうか？
Ｙ ：そうですね。事故直後なのでほとんど資料はなかったですが、可能
な限り持ってきました。
甲 ：ありがとうございます。一旦お預かりして、コピーをとってお返し
しますね。
　（事務員にコピーを指示）
　 　それでは本題に入りたいと思います。まずは、事故の状況を確認し
たいのですが、どのような事故でしたか？
Ｙ ：青信号で交差点に入った際に、左から来た赤信号無視の車がぶつか 
ってきました。
　　相手の車はかなりスピードが出ていたのか、かなりの衝撃でしたね。

【事例】「つい昨日、交通事故に遭ってしまったのです」
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甲：なるほど。それは大変怖い思いをされたと思います。
　 　事故の責任の話で言えば、赤信号で進入した相手の車が基本的には
悪いということになりますから、Ｙさんには、責任はないでしょうね。

Ｙ ：ただ、気になっているのが、事故の直後に相手からものすごい文句
を言われたんですね。「どこ見て走ってたんだ！」とか。

　 　私が信号無視したような言い方で、相手は男性の方でものすごく高
圧的な言い方をされましたから、私、何も言い返せませんでした。

　 　相手の方は、現場に到着した警察にも、強く言っているように見え
ましたね。

　 　私は、交差点に入る前にしっかり信号を確認しましたので、青信号
だったのは間違いないです。

甲 ：なるほど。相手の方の様子からすると、相手の方は、自分が信号無
視したという事実を認めないかもしれませんね。

　 　私自身、交差点に進入した際の信号の色が争点となる事故は何件も
経験していますが、非常にシビアですね。

　 　明確な証拠がないと、お互いの言い分しか証拠がなくなってしまい、
決め手がなく、水掛け論になってしまうことも多いです。

　 　ドライブレコーダー映像や付近の防犯カメラ映像に、事故の状況が
しっかり映っていればそこまで問題にならないのですが、事故の状況
を示すような証拠がないと非常に難しい事件になります。

Ｙ ：そうなんですね。私の車にはドライブレコーダーが積んでありまし
て、事故の後で映像を見たのですが、私の車が青信号で入っていると
ころがばっちり映っていました。

甲 ：ドライブレコーダーがあって良かったですね。最近の車だとドライ
ブレコーダーを積んであることが多いですが、昔はドライブレコー
ダーを積んでいない車も多かったですから、困ってしまうことが多々
ありました。

　　ちなみに、映像は外部媒体に保存していますか？
Ｙ：いいえ。あれって、しばらく残っているものではないのですか？
甲 ：ドライブレコーダーの機種にもよりますが、例えば、常時録画タイ
プのように、映像が絶え間なく記録されているタイプの機種だと、気

ケース 1　事故発生直後の依頼……13



　甲弁護士は、妹Ｘから「私の友人（Ａ）がつい先日交通事故に遭って
困っているみたいだから相談にのってあげてよ。幸いＡに怪我はなかっ
たんだけど車が壊れちゃったって。相手の保険会社が修理のお金を払っ
てくれないらしくてどうしていいかわからないみたい。私の友人なので
特別価格で安く相談にのってあげてね」との連絡を受けた。「安くかぁ」
と少しひっかかりはしたものの、すぐにＸを通じて連絡を取り、２日後
に甲事務所にてＡと面談することとなった。

―面談当日―
甲 ：初めまして。いつも妹Ｘがお世話になっております。Ｘの兄の弁護
士甲です。先日事故に遭われたとお聞きしています。本日はよろしく
お願いします。
Ａ ：よろしくお願いします。Ｘちゃんとは高校からの友達で今でもよく
遊んだりしてお世話になっています。お兄さんが弁護士だと聞いてい
たので今回はＸちゃんにお願いしてお話を聞いていただくことになり
ました。
　 　Ｘちゃんとは今度私の車でグランピングにでも行こうかと話してい
たんですが、今回事故に遭ってしまって車が……。
甲 ：車の状態についてはまた後でお聞きしますが、まずどんな事故だっ
たのか、詳しく聞かせてもらえますか？
Ａ ：はい。この間の休みの日に、一人で車を運転して郊外の大きな会員
制スーパーに買い物に行った帰りでした。
　 　家の近くまで帰ってきたところで赤信号で止まっていたのですが、
突然すごい衝撃で。一瞬何が起こったかわかりませんでしたが、よそ
見運転をして前方を見ていなかった後続車が赤信号や私の車に気づか

【事例】「追突され、私の車が大破してしまいました」
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ずにぶつかってきたみたいです。
甲：それは……、怪我がないのが奇跡のような事故でしたね。
Ａ ：本当に運がよかったです。学生時代からレスリングで体幹を鍛え、
今でも日々の筋トレは怠っていませんでしたので、そのおかげかもし
れません。事故を見ていた歩行者の方がすぐに救急車を呼んでくれま
したが、私は何ともなかったので病院には行きませんでした。今も特
に身体に異常はありません。車はレッカーで運ばれていったみたいで
す。

甲：お相手の方は無事でしたか？
Ａ：お相手の方は怪我をされて数日入院されたと聞いています。
甲 ：やはりＡさんに怪我がなかったのは奇跡ですね。まあ、こちらが赤
信号で停車しているところへの追突事故ですので、今回の事故につい
てＡさんに過失はありません。ですので、相手方への賠償は考えなく
てよさそうですね。相手方の保険会社からは連絡が来ていますか？

Ａ ：はい。事故後すぐに相手方が加入している任意保険の会社に連絡し
てくれましたので、私のところへもすぐに連絡がありました。

甲：車の修理について、保険会社から何か具体的な話はされていますか？
Ａ ：はい。車は大破してしまったので修理して乗るのも縁起が悪いし、 
「同じ車に買い替える費用を賠償してください」とお願いしたのです
が、相手方の保険会社から「それはできない」と言われてしまって
……。

　 　相手の保険会社が私の車の状況を見てくれましたが、かなり低い金
額を提示されています。確か、何とか修理はできるがゼンソン？　だ
からとか何とか言っていました。ひどくないですか？　私は悪くない
のに。

甲 ：なるほど、いわゆる全損ですね。もう修理しても直る見込みがない
という場合の物理的全損と、修理費用よりもその車の時価額が低いと
判断された場合の経済的全損の２種類がありますが、今回は後者だと
相手方の保険会社は考えているのでしょう。

　 　Ａさんは修理して乗り続けるよりは新しく車を買い替えたいと考え
ているんですね？
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6 ミスゼロのための
チェックポイント

❶ タクシー通院の注意点を依頼者に説明する
　通院のために要する交通費は、よほどのことがない限り、立証資料と
して領収証の提示をすることなく、通常は認められる（ただし、自家用
車を利用した場合の駐車料金については、別途立証資料が必要）。よって、
通院交通費を弁護士が直接、確認をすることは少ない。しかしながら、
依頼者によっては、通院にタクシーを利用していることもある。前述の
「通常認められる通院交通費」は、あくまで自家用車、もしくは公共交
通機関を利用した場合の費用であり、タクシー代については、これに含
まれない。タクシーを利用した場合には、そのタクシー料金を証明する
ための領収証が必要であり、かつ、タクシー利用の必要性についての立
証が必要である。
　このうち、タクシー代の領収証については、処分さえしなければ、後
日、取り付けることが可能であり、別途の費用が必要なものではない。
　しかしながら、タクシー利用の必要性については、別途立証が必要で
ある。具体的には、医師から歩行を禁止されている等の事情の立証が必
要である。もちろん、足を骨折した直後などであれば、その立証は容易
である。しかし、基本的に歩行ができないような場合には、車椅子の利
用の指示がなされるか、入院の対応となるのが通常であり、通常の通院
での対応で進められる可能性は低い。よって、厳格に考えれば、タクシー
代の必要性が認められることは、通常の事例では存しない。そうである
とすれば、タクシー代の通院交通費が認められる可能性は低い以上、依
頼者には、この点を十分に説明しておくべきである。
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❷ 物損内容について確認する
　治療中、もしくは、治療終了後に依頼を受ける場合、すでにその時点
では、物損については示談済みであることから、物損の状況について、
依頼者から自主的に説明がなされることは少ない。
　また、通常、保険会社の担当者は、物損と人損で分かれており、別人
である。よって、人損の担当者から、自主的に物損の状況についての説
明がなされることも少ない。
　しかしながら、傷害の程度、すなわち、症状固定時期などの判断にお
いては、物損の状況についても、大きな判断要素の一つとなる。
　そうであるとすれば、治療中、もしくは、治療終了後に、人的損害に
ついての依頼を受けたとしても、物損に関する資料を取り付けることを
忘れないようにすべきである。

❸ 診断書・診療報酬明細書等を取り付ける
　治療中であり、かつ、対人賠償責任保険会社が、治療費についての一
括対応をしている場合、もしくは、人身傷害保険会社が、治療費につい
ての一括対応をしている場合、依頼者は、治療費がいくらかかっている
かについて、具体的に認識はしておらず、また、どのような治療を受け
ているのかについて正確な内容を把握していないことが多い。
　よって、治療終了後に依頼を受ける場合は、治療中に依頼を受けた場
合といえども、適宜、保険会社から診断書・診療報酬明細書等の書類を
取り付けるべきである。
　なお、注意点として、取り付けた診断書・診療報酬明細書については、
必ず依頼者に写しを交付し、内容について確認をしてもらうべきである。
病院から発行される診断書・診療報酬明細書も、最終的には、人が作成
しているものであり、治療日が誤って記載されていることもあるし、ま
た、依頼者の認識している傷病名と、病院の診断書に記載されている診
断名が異なる可能性もあるからである。
　さらに、弁護士であれば、診断書・診療報酬明細書の内容を、取り付
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